
きのこに学ぶ木の食べ方

西村　裕志　先生

京都大学宇治キャンパス

生存圏研究所木質ホール (3 階 )

京都府宇治市五ケ庄

京阪宇治泉「黄檗」下車徒歩 6分

JR 奈良線「黄檗」下車徒歩 5分

定員：20 名（先着） 参加費無料

日　時

場　所

きのテーマ

公益財団法人 国際科学技術財団　　　国立大学法人 京都大学・生存圏研究所

にしむら　 　ひろし

主催

14:30－16:00

201５年10月31日(土 )

講師

京都大学生存圏研究所　生存圏診断統御研究系　助教

対象：中学生

内容

お申込み
お問合せ

■ ホームページ、Faxまたは電話で
   お申し込みください。

Fa x 0 3 - 5 5 4 5 - 0 5 5 4

T e l 0 3 - 5 5 4 5 - 0 5 5 1

Web w w w . j a p a n p r i z e . j p

※住所、氏名、電話番号をお知らせください。
　後日、入場整理券を郵送させて頂きます。

携帯電話からも
お申し込みが
できます

施設見学

身の回りにある植物や樹木は、菌類と密接に関わっています。

身近な例は「きのこ」です。シイタケ、マイタケ、エリンギなどのきのこ (白色

腐朽菌 )は、木を分解して栄養源にしています。

森の分解者としてのきのこから、生態系、環境問題、バイオマス利用について

考えてみましょう。セミナーでは実際に、きのこの菌糸の観察や、きのこが分泌

する酵素の反応を観察する実験を予定しています。皆さま奮ってご参加下さい。


